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患者向医薬品ガイド 
2025年 1月更新 

 

クリースビータ皮下注 10mg 

クリースビータ皮下注 20mg 

クリースビータ皮下注 30mg 
 

【この薬は？】 

販売名 

クリースビータ 

皮下注 10mg 

CRYSViTA 

Subcutaneous 

Injection 10mg 

クリースビータ 

皮下注 20mg 

CRYSViTA 

Subcutaneous 

Injection 20mg 

クリースビータ 

皮下注 30mg 

CRYSViTA 

Subcutaneous 

Injection 30mg 

一般名 
ブロスマブ（遺伝子組換え） 

Burosumab (Genetical Recombination) 

含有量 

1バイアル 

（1mL）中 

10mg 20mg 30mg 

 
 

患者向医薬品ガイドについて 
 

患者向医薬品ガイドは、患者の皆様や家族の方などに、医療用医薬品の正しい理解

と、重大な副作用の早期発見などに役立てていただくために作成したものです。 

したがって、この医薬品を使用するときに特に知っていただきたいことを、医療関

係者向けに作成されている添付文書を基に、わかりやすく記載しています。 

医薬品の使用による重大な副作用と考えられる場合には、ただちに医師または薬剤

師に相談してください。  

ご不明な点などありましたら、末尾に記載の「お問い合わせ先」にお尋ねください。 

さらに詳しい情報として、 PMDA ホームページ「医薬品に関する情報」

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html に添付文書情報

が掲載されています。 
  

 

【この薬の効果は？】 

・この薬は、ヒト型抗 FGF23モノクローナル抗体製剤と呼ばれる注射薬です。 

・この薬は、体内のリン恒常性の維持に重要な働きをもつホルモンの 1つである

FGF23と結合し、疾患の原因となる FGF23の過剰な作用を中和することにより、

血清リン濃度を上昇させ、FGF23 関連低リン血症性くる病・骨軟化症の症状を
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改善します。 

・次の病気の人に処方されます。 

FGF23関連低リン血症性くる病・骨軟化症 

・この薬は、医療機関において、適切な在宅自己注射教育を受けた患者さんまた

はその家族の方は、自己注射できます。自己判断で使用を中止したり、量を加

減したりせず、医師の指示に従ってください。 

 

【この薬を使う前に、確認すべきことは？】 

○次の人は、この薬を使用することはできません。 

・腎臓に重度の障害がある人又は末期腎不全の人 

・過去にクリースビータに含まれる成分で過敏症のあった人 

○次の人は、特に注意が必要です。使い始める前に医師または薬剤師に告げてくだ

さい。 

・高カルシウム血症の人 

・腎臓に軽度又は中等度の障害のある人 

・妊婦または妊娠している可能性のある人 

・授乳中の人 

○この薬を使用する前に、血清リン濃度などを確認するために、血液検査が行われ

ます。 

○この薬には併用を注意すべき薬やこの薬を使用する前に投与を中止すべき薬が

あります。他の薬を使用している場合や、新たに使用する場合は、必ず医師また

は薬剤師に相談してください。 

○この薬を自己注射するにあたって、患者さんやその家族の方は危険性や対処法に

ついて十分に理解できるまで説明を受けてください。また、使用済みの注射器の

廃棄方法などについて十分理解できるまで説明を受けてください。 

 

【この薬の使い方は？】 
この薬は注射薬です。 
 
〔自己注射する場合〕 

 ●使用量および回数 

  使用量は、あなたの体重や、あなたの症状などにあわせて、医師が決めます。 

  通常、成人および小児の使用量および使用回数は、次のとおりです。 

 なお、本剤の使用量は、体重から換算した値を 10 mgの単位に四捨五入した

値とすることができます。 

 

 〔FGF23関連低リン血症性くる病・骨軟化症（腫瘍性骨軟化症を除く）〕 

    成人の場合 

一回量 体重 1kgあたり 1mg 

使用回数 4週に 1回、皮下に注射します。 

一回量は、90mgを超えないこと。 
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小児の場合 

一回量 体重 1kgあたり 0.8mg 

使用回数 2週に 1回、皮下に注射します。 

最高量は、1回 1kg あたり 2mg とするが、一回量は、90mg を超えないこと。 

  

 〔腫瘍性骨軟化症〕 

    成人の場合 

一回量 体重 1kgあたり 0.3mg 

使用回数 4週に 1回、皮下に注射します。 

最高量は、1回 1kgあたり 2mgとする。 

 

   ●どのように使用するか？ 

    ・皮下注射してください。 

    ・自己注射を開始する前には、必ず医師または看護師から自己注射の仕方に

関して説明を受けてください。また、末尾の「自己注射の方法」、自己注

射のための小冊子「クリースビータ®の自己注射を行う患者さんとご家族の

方へ 自己注射ガイドブック」もあわせて参照してください。 

    ・注射前には冷蔵庫から取り出し、室温に戻してください。 

・必要な液量を正確に吸引できるよう、適切な小容量注射器を用いて注射し

ます。 

・他の薬と混ぜないでください。 

・注射は、腹部、上腕部、大腿部または臀部（でんぶ）におこなってください。

同じ部位へ繰り返し注射することは避け、毎回注射する箇所を変えて注射

してください。 

・注射部位 1 か所あたりの使用量は、1.5mL 以下とし、医師の指示に従って

ください。 

・この薬は、一回限りの使用とし、使用後の残液は使用しないでください。 

 

   ●使用し忘れた場合の対応 

    ・決して 2回分を一度に使用しないでください。 

    ・注射予定日に使用し忘れた場合は、必ず担当医に連絡し、指示に従ってく

ださい。 

 

●多く使用した時（過量使用時）の対応 

異常を感じたら、医師または薬剤師に相談してください。 

 

〔医療機関で使用される場合〕 

使用量、使用回数、使用方法などは、医師が決め、医療機関において皮下に注

射されます。 
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【この薬の使用中に気をつけなければならないことは？】 

・高リン血症があらわれることがあるため、この薬の使用中は定期的に血液検査

（血清リン濃度）がおこなわれます。 

・この薬の使用により、高リン血症が持続した場合、腎臓等の臓器に石灰化があ

らわれることがあります。必要に応じて、超音波検査や副甲状腺ホルモンの測

定がおこなわれることがあります。 

・腎臓に軽度又は中等度の障害のある人がこの薬を使用中は、高リン血症および

腎臓等の臓器の石灰化が生じるリスクが高いため、定期的に腎機能を確認する

検査がおこなわれます。 

・この薬は、経口リン酸製剤、活性型ビタミン D3製剤との併用は可能な限り避け

ることとされています。 

・この薬はたん白質製剤であり、アナフィラキシーを含む重度のアレルギー反応

（全身のかゆみ、じんま疹、喉のかゆみ、ふらつき、動悸（どうき）、息苦しいな

ど）があわれることがありますので、これらの症状があらわれた場合には、こ

の薬の使用をやめて、ただちに医師に連絡してください。 

・患者さん自身で注射をしたときに副作用と思われる症状があらわれた場合や注

射を続けられないと感じた場合はただちに使用を中止し、医師または薬剤師に

相談してください。 

・妊婦または妊娠している可能性のある人は医師に相談してください。 

・授乳している人は医師に相談してください。 

・他の医師を受診する場合や、薬局などで他の薬を購入する場合は、必ずこの薬

を使用していることを医師または薬剤師に伝えてください。 

 

【この薬の形は？】 

販売名 
クリースビータ 

皮下注 10mg 

クリースビータ 

皮下注 20mg 

クリースビータ 

皮下注 30mg 

性状 無色澄明の液 

形状 
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【この薬に含まれているのは？】 

有効成分 ブロスマブ（遺伝子組換え） 

添加剤 
L-ヒスチジン、ポリソルベート８０、L-メチオニン、等張化

剤、pH調節剤 

 

【その他】 

末尾の「自己注射の方法」、自己注射のための小冊子「クリースビータ®の自己注射

を行う患者さんとご家族の方へ 自己注射ガイドブック」もあわせて参照してくだ

さい。 

●この薬の保管方法は？ 

・凍結を避けて冷蔵庫（2～8℃）で保管してください。 

・光を避けてください。 

・子供の手の届かないところに保管してください。 

 ●薬が残ってしまったら？ 

  ・絶対に他の人に渡してはいけません。 

・余った場合は、処分の方法について薬局や医療機関に相談してください。 

 ●廃棄方法は？ 

  ・使用済みの針および注射器等については、医療機関の指示どおりに廃棄してく

ださい。 

 

【この薬についてのお問い合わせ先は？】 
・症状、使用方法、副作用などのより詳しい質問がある場合は、主治医や薬剤師

にお尋ねください。 

・一般的な事項に関する質問は下記へお問い合わせください。 

製造販売会社：協和キリン株式会社（https://www.kyowakirin.co.jp/） 

くすり相談窓口 

電話：０１２０－８５０－１５０ 

受付時間：９時～１７時 

（土・日・祝日及び弊社休日を除く） 
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［自己注射の方法] 

 

〔スターターキットについて〕 
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〔クリースビータ®の保管〕 
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〔クリースビータ®をお使いいただく前に 皮下注射について〕 
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〔注射の準備〕 
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〔皮下注射を行う部位（場所）〕 
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〔皮下注射の仕方〕 
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〔ご家族の方がお子さんに注射する場合〕 
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〔注射器の廃棄、バイアル及び空き箱の処理〕 
 

 



- 21 - 

 

 


